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１
年
前
の

２
０
２
２
年
１

月
13
日
に
厚
労

省
の
国
立
感
染

症
研
究
所
が
公

表
し
た
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

に
関
す
る
報
告
に
よ
る
と
、

感
染
経
路
に
つ
い
て
「
現

段
階
で
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染

（
空
気
感
染
）
を
疑
う
事
例

の
頻
度
の
明
ら
か
な
増
加

は
確
認
さ
れ
ず
、
従
来
通

り
感
染
経
路
は
主
に
飛
沫

（
ひ
ま
つ
）
感
染
と
、
接
触

感
染
と
考
え
ら
れ
た
」
と

記
述
し
て
い
ま
す
。
驚
く

こ
と
に
今
で
も
こ
の
見
解

は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
す
で

に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
世
界
の
権
威

あ
る
科
学
雑
誌
や
医
学
雑

誌
は
感
染
力
の
強
い
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
登
場
す
る
よ

り
も
前
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
主
要
な
感
染
経
路
は

空
気
感
染
で
あ
る
と
説
明

し
、
こ
れ
が
世
界
の
常
識

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
毎

日
新
聞
に
よ
る
と
、

『（
２
０
２
２
年
２
月
１
日
）

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
基
と
な
る
国

立
感
染
症
研
究
所
（
感
染

研
）
の
報
告
書
が
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
な
ど

の
世
界
の
科
学
的
知
見
と

異
な
る
と
し
て
、
感
染
症

や
物
理
学
な
ど
を
専
門
と

す
る
科
学
者
10
人
が
感
染

研
に
公
開
質
問
状
を
提
出

し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
は
主

に
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
（
空

気
感
染
）
に
よ
っ
て
生
じ

る
」
と
い
う
科
学
会
の
最

新
知
見
に
つ
い
て
、
感
染

研
の
報
告
書
が
否
定
し
て

い
る
か
ら
だ
。「
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
な
報
告
書
だ
。
誤
っ

た
説
が
幅
を
き
か
せ
た
こ

と
で
、
防
げ
る
は
ず
の
感

染
が
起
き
て
い
る
。」』
と

書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
国
立
感
染
症
研
究

所
の
回
答
は
「
ゼ
ロ
回
答
」

と
い
う
評
判
だ
そ
う
で
す
。

私
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
世
界
の

科
学
的
知
見
を
信
じ
ま
す
。

	

（
Ｎ
ｏ
ｂ
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－はるな生協の現況－
（2023年２月27日現在）

組合員数	 19,825人
出資総額	 394,040,500円
一人平均出資額	 19,876円

電話 027（323）2762 ３ 月 号
　

組
合
員
ふ
れ
あ
い
会
館
（
高
崎
市
高
関
町
４
９
８

－
１
）
で
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
企
画
や
班
会
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
季
節
で
す
。
思
い
切
っ
て

新
し
い
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！
新
し
い
仲
間
大

歓
迎
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら

脳
ト
レ

音
楽
好
き
にお

勧
め

絵
を
楽
し
む

指
先
を
使
い
ま
す

笑
が
一
番

季
節
の
お
題
で

　

は
る
な
健
康
体
操
は
、
第

３
水
曜
日
10
時
か
ら
１
時
間

で
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
筋

ト
レ
、
脳
ト
レ
ま
で
網
羅
し

た
、
は
る
な
生
協
健
康
づ
く

　

楽
器
で
楽
し
む
会
班
会

は
、
毎
月
第
４
金
曜
日
午
後

２
時
半
か
ら
２
時
間
程
度
で

す
。

　

ウ
ク
レ
レ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
持
ち
寄
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

春
か
ら
は
じ
め
る

健
康
づ
く
り

楽器で楽しむ会班会健康マージャン班会

おりがみ班会の作品笑いヨガ班会

はるな健康体操

おえかきサークル班の作品

連絡先027-323-2762（組合員活動部）  メールアドレスkumikatu@harunacoop.com

り
委
員
会
監
修
の
体
操
で

す
。

　

健
康
づ
く
り
委
員
に
よ
る

指
導
、
お
話
も
し
な
が
ら
緩

や
か
に
行
い
ま
す
。
体
操
後

に
は
お
茶
の
時
間
が
あ
り
ま

す
が
、
今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
休
止
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
え
か
き
サ
ー
ク
ル
班
会

は
、
絵
手
紙
を
書
き
ま
す
。

講
師
の
松
本
さ
ん
「
堅
苦
し

い
決
ま
り
ご
と
は
な
く
、
自

由
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

　

今
ま
で
に
ち
ぎ
り
絵
、
水

彩
絵
の
具
な
ど
で
作
品
を
お

描
き
ま
し
た
。
毎
月
第
３
金

曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
２
時

間
程
度
で
す
。
参
加
者
募
集

中
。

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
班
会
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
方
も
大
歓
迎
、
経
験
者
が

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
考
え

る
こ
と
で
脳
ト
レ
、
指
先
を

使
う
事
で
よ
い
刺
激
に
な
り

ま
す
。

　

毎
月
第
２
金
曜
日
９
時
か

ら
11
時
半
で
す
。

　

笑
い
ヨ
ガ
班
会
は
、
毎
月

第
１
・
第
２
土
曜
日
10
時
か

ら
11
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
募
集
中
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
内
容
は
一
部
変
更
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
り
が
み
班
会
は
、
第
１

木
曜
日
午
後
２
時
か
ら
２
時

間
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
第

１
回
は
下
駄
を
作
り
ま
し

た
。
参
加
者
募
集
中
で
す
。

　

紹
介
出
来
な
か
っ
た
班
活

動
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

毎
月
の
予
定
は
、
会
館
内
に

掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で
の

申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　

組
合
員
ふ
れ
あ
い
会
館

は
、
生
協
の
組
合
員
が
無
料

で
利
用
で
き
る
会
場
で
す
。

　

組
合
員
の
仲
間
を
募
り
利

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
班
と

し
て
登
録
す
れ
ば
費
用
の
補

助
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
地
域
で
活
動
し
た
い

方
は
、組
合
員
活
動
部
ま
で
、

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
募
集
中
、
お
持
ち

の
楽
器
で
参
加
で
き
ま
す
。

班・企画の名前 内　　容 予　定　日 参加枠
はるな健康体操 ストレッチ・体操 第３水曜日10－11時 参加者募集
おえかきサークル班 絵手紙・おしゃべり 第３金曜日14－16時 参加者募集
楽器で楽しむ会班 お手持ちの楽器演奏 第４金曜日14時半－16時半 参加者募集
健康マージャン班 マージャンをします 第２金曜日９－11時半 参加者募集
笑いヨガ班 笑いヨガ・体操 第１・第２土曜日10－11時 参加者募集
おりがみ班 折り紙を楽しむ 第１木曜日14－16時 参加者募集
ゆるやか班 体操・紙芝居・演奏を聞くなど 第１・第３金曜日10－11時 募集なし
ストレッチ体操班 ストレッチ・体操 第１・第４火曜日10－11時 募集なし
※祝日の場合、お休みとなります。

【
公
　
告
】

「
住
所
不
明
組
合
員
の
み
な

し
脱
退
手
続
き
」に
つ
い
て

　
定
款
第
九
条
に
も
と
づ
き
、

住
所
不
明
組
合
員
の
み
な
し
脱

退
手
続
き
を
三
月
二
十
九
日
開

催
予
定
の
第
十
一
回
理
事
会
で

実
施
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
組
合
員
の
名
簿

は
別
添
の
と
お
り
で
す
。

　
ご
本
人
（
ご
本
人
が
ご
逝
去

さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご
遺
族
）

の
住
所
が
確
認
で
き
れ
ば
、
名

簿
か
ら
除
外
で
き
ま
す
の
で
、

住
所
等
ご
存
知
の
方
は
、
本
部
、

組
合
員
活
動
部
ま
た
は
各
事
業

所
窓
口
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
な
お
、
問
い
合
わ
せ
は
左
記

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
組
合
員
活
動
部

　（
電
話
三
二
三
－
二
七
六
二
）以上

　
二
〇
二
三
年
二
月
二
二
日

　
　
は
る
な
生
活
協
同
組
合

　
　
　
理
事
長
　
鈴
木
　
　
隆
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仲間増やし（加入）、出資金増やしにご協力ください

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

～奨学生を募集しています～

〈お問い合わせ先〉
はるな生活協同組合　高崎中央病院　電話：027-323-2665（代）
医学科：医学生担当　廣田（e-mail:igakusei@harunacoop.com）
看護学科：看護部長　佐藤（e-mail:t-fucho@harunacoop.com）

〈奨学金制度の概要〉
　私たちの医療理念（医療福祉宣言･綱領）に共感し、将来私たちと一緒に
地域の医療を担っていこうという意思のある学生さんに対して、修学の一
助として奨学金の貸与（給付を含む）を行っています。

〈奨学生活動〉
　月に一度、奨学生が自分たちの学びたいことを出し合って学習を行った
り、医療・介護の現場で実地体験を行うなど様々な活動を行います。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、活動内容が異なる場合がござ
います。

〈奨学金の額〉
　医学科　　１～３年　50,000円／月
　　　　　　４～６年　60,000円／月
　看護学科　１～４年　40,000円／月

○ 群馬県の修学資金制度をはじめ、他の奨学金制度を利用している方も応
募できます。
○奨学金は無利子です。
○ 卒業後、一定期間勤務することにより、奨学金の返還が免除されます。

第12回健康づくり学会のご案内です。
　４年に１回の開催で、前回はコロナ以前に行われました。今回は
リモート開催となり多くの組合員に参加していただくことが可能と
なりました。

①プレ企画として３月16日（木）～４月30日（月）まで、全国の
会員生協の活動報告を聞くことができます。健康づくり、組合員活
動、まちづくりの分野からの報告です。
　具体的な内容、及び組合員ふれあい会館での視聴は後日ご案内致
します。個人で視聴したい方は、組合員活動部まで連絡をお願い致
します。

②前夜祭４月14日（金）15時から17時まで、２つの学習講演が行
われます。
★気候危機をテーマに共生革命家・ソーヤ海さん
★平和をテーマにウクライナ伝統楽器演奏家・ナターシャ・グジー
さん
　こちらも組合員ふれあい会館で視聴できます。申し込みをお願い
致します。

③健康づくり学会
４月15日（土）10時から17時
★第１部では基調報告と分散会、ズームで複数の分散会が同時に行
われます。
　組合員ふれあい会館では１分野を選択して視聴します。
　10時から12時
★第２部は13時から14時15分
　「今日的な健康観」の講演が行われます。
★第３部14時25分から16時
　「健康度調査」の報告、講評は近藤克則氏が行います。シンポジ
ウムも予定されています。
★第４部16時から17時、第１部の分散会報告
　学会長賞/実行委員会長賞表彰
　全体まとめ報告

　全ての日程に生協組合員は参加できます。
　会場での参加は、人数把握のため申し込みをお願いします。個人
視聴する場合申し込みを頂き、後日ズーム招待をお送りいたします。

　全ての日程において会場は「組合員ふれあい会館」高崎市高関町
４９８－１
　駐車場は、歯科診療所南側をご利用下さい。

申し込み先 組合員活動部
　☎０２７－３２３－２７６２
　メール kumikatu@harunacoop.com

健康を考えよう！
優しい豊かな未来のために

ＱＲコード
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【
俳
句
・
川
柳
】

寒
ざ
く
ら
八
十
路
超
え
た
る
ひ
と
り
旅 

中
居
町　

川
嶋　

幸
江

春
の
日
に
ミ
サ
イ
ル
飛
び
か
う
国
が
あ
り 

観
音
山
狂
児

せ
せ
ら
ぎ
や
き
ら
り
き
ら
き
ら
春
の
色 

東
貝
沢
町　

中
西　

好
江

寒
耐
え
て
癒
す
香
り
や
梅
咲
き
し 

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

雪
ち
る
や
ノ
ラ
と
名
付
く
る
猫
思
ふ 

高
関
町　

伊
藤　
　

巧

【
短
歌
】

融
合
Ｊ
大
谷
・
ダ
ル
で
Ｋ
の
山

　
　
　
　

村
上
・
誠
也
の
連
続
ア
ー
チ 

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

桃
の
花
飾
っ
て
祝
う
ひ
な
祭
り

　
　
　
　

今
年
も
会
え
た
ひ
な
さ
ま
に 

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

デ
マ
ン
ド
の
待
合
室
で
お
逢
い
し
た
人
と

　
　
　
　

亡
き
友
の
事
あ
れ
こ
れ
話
す 

甘
楽
町　

中
重　

仁
子

遅
く
迄
職
員
室
に
灯
の
と
も
り

　
　
　
　

学
年
末
の
校
舎
浮
き
立
つ 

藤
岡
市　

野
村
美
佐
江

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

〈
金
古
町　

中
澤
多
美
子
〉

　

体
力
作
り
に
週
３
回
（
２

時
間
）
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
チ
ェ

コ
、
ト
ル
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

メ
キ
シ
コ
、
ス
イ
ス
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
他
、
民
族
舞
踊
で

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
週
２

回
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
で
す
。

〈
東
貝
沢
町　

中
西　

好
江
〉

　

緑
十
字
の
み
ん
な
の
ひ
ろ

ば
の
米
山
様
の
「
ま
だ
90
才

し
っ
か
り
し
よ
う
と
」
と
の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
今
の
自
分
の
事
を
、来
年

は
も
う
90
才
に
な
っ
て
し
ま

う
。
老
い
る
事
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
事
だ
け
ど
嫌
だ
な

あ
‼
等
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、ま
だ
90
才
こ
れ
か
ら
も
頑

張
ろ
う
ー
と
言
え
る
様
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
緑

十
字
の
配
達
も
ま
だ
ま
だ
続

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
下
滝
町　

天
田　

勝
元
〉

　

２
月
も
残
り
少
な
く
な
り

女
の
節
句
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
が
小
学
校
の

頃
は
雛
人
形
を
飾
り
ま
し
た

が
、50
歳
近
い
今
飾
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。
１
年
中
箱
に
入

れ
ら
れ
て
、
な
ん
だ
か
雛
人

形
が
可
哀
想
な
気
が
し
ま
す
。

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
名
の
方
に

図
書
券
を
送
り
ま
す
。
ま

た
、「
お
便
り
」
コ
ー
ナ
ー

ま
で
、
あ
な
た
の
近
況
、

ご
意
見
、
そ
の
他
、
一
言

添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０

０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

３
月
末
日
必
着
の
こ
と
。

２
月
の
正
解
は

で
し
た
。

【
２
月
当
選
者
】

左
記
の
方
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

中
西　

好
江
（
東
貝
沢
町
）

大
脇　

記
美
（
東
貝
沢
町
）

佐
藤　

英
三
（
中
居
町
）

伊
藤　
　

巧
（
高
関
町
）

中
村　

節
子
（
高
関
町
）

小
林
よ
し
子
（
上
中
居
町
）

稲
葉　

民
枝
（
上
中
居
町
）

川
嶋　

尚
武
（
上
並
榎
町
）

関
谷　

治
行
（
乗
附
町
）

五
十
嵐
陽
子
（
江
木
町
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ～Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

ソ
ウ
シ

フ

ュ
ン

お
便
り

【連載11】

わ
く
わ
く
さ
ん

　

私
の
趣
味
は
、
も
の
づ
く

り
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
お
う
ち
時
間
が
増
え
た
こ

と
で
、
手
芸
や
お
菓
子
作
り

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
ビ
ー
ズ
の
指
輪

は
小
さ
い
頃
に
母
親
と
作
っ

た
思
い
出
の
品
で
す
。
そ
の

頃
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
な

が
ら
作
成
し
姪
っ
子
や
友
達

の
娘
に
送
り
と
て
も
喜
ん
で

も
ら
え
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
母
親
へ
も
。ビ
ー

ズ
と
い
う
と
子
供
っ
ぽ
い
か

と
思
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
デ

ザ
イ
ン
を
変
え
る
こ
と
で
大

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

人
で
も
つ
け
ら
れ
ま
す
。
大

事
そ
う
に
毎
日
つ
け
て
く
れ

る
姿
は
、
と
て
も
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

□高崎中央病院  TEL 027（323）2665　　□通町診療所  TEL 027（322）6534　　□はるな生協歯科診療所  TEL 027（388）0022



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。

2023年３月10日 ⑷2023年３月号（第684号） 緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

つ
む
ぎ
班
で
は
、
班
会
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
管
理
栄

養
士
職
員
の
学
習
班
会
を
行

【お問い合わせ先】
社会保障委員会事務局（組合員活動部）・野村まで
TEL:027-323-2762

や
は
り
食
事
が
要	

中
居
第
二
支
部

全
国
の
生
協
活
動
す
ご
い
！

2
月
の
活
動

い
ま
し
た
。
内
容
は
、「
筋
肉

を
落
と
さ
な
い
食
事
に
つ
い

丁寧な説明を聴くつむぎ班のみなさん

リモートでの体操でリフレッシュ！

て
」。

　

フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な
い
よ

う
に
日
常
生
活
で
気
を
つ
け

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
食
事

が
大
切
。

　
「
筋
肉
を
お
と
さ
な
い
た

め
、
適
度
な
運
動
と
１
日

タ
ン
パ
ク
質
20
ｇ
を
取
り
ま

し
ょ
う
」
と
管
理
栄
養
士
よ

り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
健

康
寿
命
を
延
ば
し
て
、
健
康

で
あ
り
た
い
と
皆
さ
ん
真
剣

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

医
療
福
祉
生
協
連
が
開
催

し
た
冬
の
あ
っ
た
か
交
流
会

に
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
講
演
は
、「
社
会
的
処

方
を
文
化
に
す
る
。
～
ま
ち

の
つ
な
が
り
で
人
を
元
気
に

す
る
～
」
西
智
弘
氏
（
川
崎

市
立
井
田
病
院
腫
瘍
内
科
部

長
緩
和
ケ
ア
内
科
医
・
一
般

社
団
法
人
プ
ラ
ス
ケ
ア
代
表

理
事
）。
分
散
会
で
は
、
14
生

協
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
感
想
か
ら
。

「
孤
独
や
孤
立
に
効
く
薬
は
、

仲
間
が
い
る
こ
と
、
居
場
所

が
あ
る
こ
と
」

「
各
生
協
の
取
り
組
み
す
ば

ら
し
い
！
ほ
く
も
う
健
康

ウ
ォ
ー
ク
エ
ス
ト
楽
し
そ
う

な
取
り
組
み
だ
っ
た
」

　政府は、「2024年度に従来の健康保険証を廃止する」との方
針を打ち出しました。従来の保険証が廃止となれば、マイナ
ンバーカードを持たない人は、公的保険診療から遠ざけられ
る結果となり、これは事実上の「マイナンバーカード取得の
強制」です。私たちの国民皆保険制度の下で守られている「国
民のいのちと健康」が脅かされ、また「マイナンバー制度」には、
個人情報の漏えいの危険性が指摘されています。法律上、マ
イナンバーカードの取得はあくまでも任意です。
　「健康保険証廃止の中止」と「マイナンバーカード取得の強
制に反対」する署名に是非ご協力ください。署名用紙は、組
合員ふれあい会館内にあります。

「健康保険証廃止の中止を求め、
マイナンバーカード取得の強制に

反対する署名」に
ご協力をお願い申し上げます。

　

参
加
者
募
集
中
、
お
持
ち

の
楽
器
で
参
加
で
き
ま
す
。

「
高
齢
者
が
多
く
な
る
の
で

ど
こ
で
も
誰
で
も
使
え
る
暮

ら
し
の
保
健
室
が
地
域
に
あ

れ
ば
よ
い
」

　

会
の
途
中
に
は
、
ご
当
地

体
操
で
楽
し
む
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

多
く
な
っ
た
リ
モ
ー
ト
で
の

会
議
や
交
流
会
、
大
人
数
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
良
い
変
化
で
す
。

お問い合わせ先：組合員活動部（中原）☎027（323）2762

ウオーキングでコロナに負けない

第23回ふるさとの散歩道
白石古墳群を歩く（　　総時間　　

２時間～３時間）
　藤岡市北西部の鮎川と鏑川にはさまれた丘陵に分布する古墳は、国史跡の七
輿山古墳や、白石稲荷山古墳、県央跡の伊勢塚古墳など、さまざまな古墳が密
集しています。伊勢塚古墳の石室や、宗永寺境内の船形石棺、藤岡歴史館内展
示の笑う埴輪も見ものです。
　また、近くにある「ドライブイン七輿」は、レトロ自販機販売機は楽しみのひ
とつです。桜が咲く季節の散歩がおすすめです。

＊こまめに水分補給するなどして歩いてください。
＊�藤岡歴史館（笑う埴輪）の写真を撮ってこられた方には、参加賞を組合員活動部
に用意しています。

＊コース地図は組合員ふれあい会館１階に用意してあります。
＊�１回～ 22回までの散歩道の地図もふれあい会館１階組合員活動部に用意してあります。

【行き方とコース（例）】
（バス・電車利用）：高崎駅⇒徒歩⇒９：30高崎駅西口（８番乗り場：当駅始発）
ぐるりん(高崎市)11倉賀野線 高崎駅西口行き⇒10：07着 山名町南《時間37
分　運賃200円》
１）ぐるりん山名南バス停⇒２）伊勢塚古墳（石室）⇒３）七輿の門展示室）⇒
４）七輿山古墳⇒５）藤岡歴史館（笑う埴輪）⇒６）白石稲荷山古墳⇒
７）十二天塚・十二天塚北古墳　⇒８）皇子塚古墳⇒９）平井地区一号古墳⇒
10）宗永寺（船形石棺）⇒11）ドライブイン七輿⇒12）山名南バス停

ちょっと一言ちょっと一言

えのきたけの肉巻き

　現在出回っているほとんどのキノコは工場栽培。管理された室内で栽
培されているため１年中安定供給が可能で価格も安定。香味野菜を使い
仕上げに柑橘類を搾る、それだけで低塩でも豚肉の旨みを引き立て満足
感が得られます。おすすめの１品です。

 （高崎中央病院栄養科　管理栄養士　湯本　祐子）

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

●材　料（２人分）
・えのきたけ… １パック（80g）
・豚薄切り肉……… ６枚（160g）
・青しそ…………… １束（10枚）
・サラダ油・塩…………… 各少量
・レモン（くし形に切る）… 1/4個

●作り方
①�えのきだけは石づきを除いてほ

ぐす。青しそは縦半分に切って
から細切りにする。

②�豚肉に①をそれぞれ1/6量ずつ
置き、手前からくるくると巻く。
あと５本も同様に作る。

③�フライパンに油を熱し、②の巻
き終わりを下にして入れ、転が
しながら全面を焼いて塩をふ
る。

④�食べやすい大きさに切り分け、
器に盛ってレモンを添える。

〈１人分の栄養価〉
　166kcal　塩分0.3ｇ

募金箱は、高崎中央病院・通町診療所・はるな生協歯科診療所・
組合員ふれあい会館の窓口に設置してあります。

トルコ・シリア大地震緊急募金に
ご協力をお願いします


